
詳しくは、ANA公式ホームページにてご確認ください。

ANAからのお知らせ

米子空港利用促進懇話会

便名
382
384
386
1088
388
390

出発
 7 時 25 分
 8 時 55 分
11 時 10 分
14 時 45 分
17 時 40 分
20 時 20 分

 8 時 45 分
10 時 15 分
12 時 35 分
16 時 10 分
19 時 10 分
21 時 45 分

到着
■米子⇒東京

便名
381
383
1087
385
387
389

出発
 7 時 00 分
 9 時 10 分
12 時 40 分
15 時 30 分
18 時 10 分
20 時 05 分

 8 時 15 分
10 時 30 分
14 時 00 分
16 時 50 分
19 時 30 分
21 時 25 分

到着
■東京⇒米子
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　海の幸を使ったご当地グルメのイベント「Sea級
グルメ全国大会in境港(11/9・10)」は現在のとこ
ろ、全国35の港が出展する予定です。
　北海道からは利尻、紋別、稚内、苫小牧、函館、
室蘭の６港、東北からは来年の開催地に決まって
いる青森など６港、北陸は２港、中部は２港、近
畿は１港、中国は13港、四国は２港、九州から
は唐津、鹿児島、薩摩川内の３港が出展を予定
しています。
　昨年の沼津大会で優勝した「みなとオアシスも
んべつ(北海道)」は、「オホーツク海で水揚げさ
れるホタテを使用した『ホタテステーキ』は絶品
です」と話しており、準優勝の「みなとオアシス
浜田(浜田市)」は「同じ山陰エリアではあるが、
浜田の魚も素晴らしいことを多くの人に知ってい
ただきたい」としています。
　昨年３位の「もぐらんぴ
あみなとオアシス(岩手県
久慈市)」は、ＮＨＫ連
続テレビ小説「あまちゃ
ん」のふるさと。特産の
「うに」を使ったメニュー
で頂点を目指しています。

資料提供：Sea級グルメ全国大会in境港実行委員会

　

境
港こ

う

に
５
月
20
日
、
国
際
ク
ル
ー
ズ
客
船
が
３
隻
同
時
に

寄
港
。
合
計
２
８
７
８
人
が
山
陰
各
地
や
境
港
市
内
で
観
光

を
楽
し
み
ま
し
た
。
境
港
は
、
ま
す
ま
す
国
内
外
観
光
客
の

海
の
玄
関
口
と
し
て
脚
光
を
浴
び
て
い
ま
す
。
３
隻
寄
港
時

の
地
元
で
の
受
け
入
れ
の
様
子
を
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

境
港
に
同
時
寄
港

境
港
に
同
時
寄
港

境
港
に
同
時
寄
港

境
港
に
同
時
寄
港

地
元
受
け
入
れ
態
勢
の
充
実
図
る

地
元
受
け
入
れ
態
勢
の
充
実
図
る

３
隻
の
国
際

ク
ル
ー
ズ
客
船

３
隻
の
国
際

ク
ル
ー
ズ
客
船

３
隻
の
国
際

ク
ル
ー
ズ
客
船

３
隻
の
国
際

ク
ル
ー
ズ
客
船

　
境
夢
み
な
と
タ
ー
ミ
ナ
ル

(

竹
内
団
地)

に
は
同
日
、
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
プ
リ
ン
セ
ス
が

寄
港
。
昭
和
北
岸
壁(

昭
和

町)

に
ヘ
リ
テ
ー
ジ
・
ア
ド

ベ
ン
チ
ャ
ラ
ー
と
ル
・
ソ
レ

ア
ル
が
そ
れ
ぞ
れ
着
岸
し
ま

し
た
。

　
今
回
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
プ

リ
ン
セ
ス
は
、
日
本
の
旅
行

社
の
チ
ャ
ー
タ
ー
ツ
ア
ー
。

２
５
３
８
人
の
乗
船
客
は
、

ほ
ぼ
日
本
人
で
し
た
。

　
同
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
待
合
室

に
は
、
境
港
市
や
周
辺
地
域

を
案
内
す
る
コ
ー
ナ
ー
や
多

く
の
店
舗
が
出
店
し
、
山
陰

の
特
徴
あ
る
商
品
を
中
心
に

販
売
。
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
も
駐

車
場
に
出
店
す
る
な
ど
、
受

け
入
れ
態
勢
の
充
実
し
た
様

子
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
皆
生
温
泉
や
米
子

城
、
大
山
に
バ
ス
な
ど
で
送

迎
す
る
実
証
実
験
も
実
施
。

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
で
Ｊ
Ｒ
境
港

駅
ま
で
行
き
、
水
木
し
げ
る

ロ
ー
ド
や
米
子
方
面
に
行
く

人
も
多
数
い
ま
し
た
。

　
ヘ
リ
テ
ー
ジ
・
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ラ
ー
と
ル
・
ソ
レ
ア
ル

の
乗
船
客
は
、
主
に
欧
米
人
。

観
光
バ
ス
に
乗
り
、
と
っ
と

り
花
回
廊
や
松
江
城
、
足
立

美
術
館
な
ど
を
見
学
し
ま
し

た
。

　
ク
ル
ー
ズ
客
船
の
境
港
寄

港
は
５
月
末
時
点
で
18
回
。

年
内
は
、
あ
と
13
回
の
寄
港

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
韓
国
・
東ト

ン
へ海
―
境

港
間
の
定
期
貨
客
船
「
イ
ー

私たちのまちのＳｅａ級グルメ ③

もんべつホタテステーキ

7月21日開催

第79回 みなと祭
募金にご協力を

　
１
９
４
６
年
に
戦
後
の
復

興
を
祈
願
し
て
始
ま
っ
た
み

な
と
祭
は
、
こ
と
し
で
79
回

目
を
迎
え
ま
す
。
昨
年
は
、

４
年
ぶ
り
に
水
木
し
げ
る
ロ

ー
ド
周
辺
を
主
会
場
に
開
催

し
ま
し
た
。
み
な
と
祭
実
行

委
員
会
は
、
今
回
を
さ
ら
に

盛
り
上
げ
、
今
後
の
飛
躍
に

つ
な
が
る
祭
り
に
し
よ
う
と
、

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
主
な
行
事
は
、
大
漁
祈
願

祭
、
海
上
パ
レ
ー
ド
、
お
祭

り
広
場(

縁
日
や
ス
テ
ー
ジ

イ
ベ
ン
ト
な
ど)

や
、
フ
ィ

ナ
ー
レ
を
飾
る
花
火
大
会

(

境
水
道
で
20
分
程
度)

な

ど
で
す
。

　
同
実
行
委
員
会
は
、
境
港

市
内
や
美
保
関
町
、
八
束
町

の
公
共
施
設
や
店
舗
な
ど
、

約
１
０
０
カ
所
に
「
み
な
と

祭
募
金
箱
」
を
設
置
。

　
併
せ
て
、
実
行
委
員
会
事

ス
タ
ン
ド
リ
ー
ム
号
」
の
就

航
開
始
も
８
月
３
日
に
決
定
。

　
同
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
阿
川
誠

館
長
は
「
昨
年
、
ク
ル
ー
ズ

客
船
の
寄
港
時
に
当
タ
ー
ミ

ナ
ル
で
の
出
店
を
希
望
し
て

い
る
事
業
者
を
対
象
に
、
講

習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
外

同
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
出
店
ブ
ー
ス
で
く
つ
ろ
ぐ
乗
船
客
の
皆
さ
ん

国
や
日
本
の
皆
さ
ん
に
地
域

の
特
産
品
な
ど
を
た
く
さ
ん

販
売
、
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い

で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

務
局
を
務
め
る(

一
社)

境

港
観
光
協
会
の
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
内
に
募
金
フ
ォ
ー
ム

(

「
境
港
観
光
協
会
オ
ン
ラ
イ

ン
ス
ト
ア
」
で
検
索)

を
新

設
し
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
同
事
務
局

(

境
港
観
光
協
会
内
・
☎
47

―
３
８
８
０)

ま
で
。

み な と 祭
前　夜　祭

野
外
で
夜
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

境
港
市
民
音
楽
祭

７
月
20
日

　
み
な
と
祭
前
夜
祭
企
画
実

施
本
部
は
、
み
な
と
祭
の
前

日
と
な
る
7
月
20
日
に
み
な

と
祭
前
夜
祭
「
境
港
市
民
音

楽
祭
～
夏
フ
ェ
ス
２
０
２
４

～
」
を
行
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
同
前
夜
祭
は

境
港
妖
怪
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
を
実
施
し
て
き
ま
し

た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
を

余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
間
に
関
係
者
で
協
議
を
重

ね
る
中
、
新
し
い
形
の
イ
ベ

ン
ト
に
変
更
す
る
こ
と
を
決

定
。

　
参
考
に
し
た
の
は
、
昨
年

秋
に
境
港
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ガ

ー
デ
ン
で
行
わ
れ
た
境
港
市

民
音
楽
祭
で
し
た
。
今
回
は
、

野
外
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
し

て
バ
ン
ド
を
中
心
と
し
た
構

成
で
展
開
し
ま
す
。

　
同
企
画
実
施
本
部
事
務
局

の
高た

か

田た

麻あ
さ

加か

さ
ん
は
「
夜
の

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
大
い
に
盛

り
上
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
同
前
夜
祭
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
通
り
で
す
。

日
時
　
７
月
20
日
㈯
　
午
後

４
時
30
分
～
９
時

場
所
　
大
正
町
野
積
場(

水

木
し
げ
る
ロ
ー
ド
観
光
バ
ス

駐
車
場
、
大
正
町)

入
場
料
　
無
料

出
演
団
体
　
▽
シ
ン
フ
ォ
ニ

ー
少
年
少
女
合
唱
団
▽
お
じ

ら
▽
シ
ロ
ー
ズ
▽
な
ん
か
夏

フ
ェ
ス
出
て
み
た
い
▽
丸
ま

ら
な
い
ダ
ン
ゴ
ム
シ
▽
美
保

基
地
音
楽
部
「
遊
空
」
▽
加

納
軍
団
▽
Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｓ
Ｋ
Ｅ

Ｌ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
▽
ト
ラ
ブ
ル
メ

ー
カ
ー
▽
さ
か
い
み
な
と
ウ

ィ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
▽
ゴ

ス
ペ
ル
オ
ー
ブ

　
詳
し
く
は
、
市
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ(

二

次
元
バ
ー
コ
ー

ド
参
照)

を
ご

覧
く
だ
さ
い
。



新しい時代のニーズに即応する
機械工具と省力化機器専門商社

境港営業所

本　　　社
安来営業所

〒684‒0033　鳥取県境港市上道町2173
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新鮮な原料を新鮮なままに

より安く、より美味しく魚介類の安定供給をお約束
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ち
ょ
っ
と拝 見

鳥
取
県
内
で
唯
一
の
受
賞

優
秀
賞
に

角 屋 食 品

中
国
ニ
ュ
ー

ビ
ジ
ネ
ス
大
賞 

　

㈱
角
屋
食
品(
竹
内
団
地
、
角か

ど

谷た
に

直
樹
社
長)

は
、
第
32
回

中
国
地
域
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
大
賞
の
優
秀
賞
を
受
賞
。
６
月

４
日
に
広
島
市
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
す
。
今
回
の「
ち
ょ
っ

と
拝
見
」
は
、
同
社
に
登
場
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

境
港
商
工
会
議
所
会
員

企
業
の
創
業
時
の
様
子
を

伝
え
る
「
創
業
の
頃
」。

今
回
は
、
㈱
あ
お
い
総
合

設
計(

米
子
市
皆
生)

の
浦

川
英
敏
社
長
に
伺
い
ま
し

た
。

創業の創業の 29

地域から必要とされる会社に
― あおい総合設計 ―

頃

　
当
社
は
１
９
７
８(

昭
和

53)

年
創
業
で
、
こ
と
し
で

47
年
目
を
迎
え
ま
す
。
創
業

時
は
ス
タ
ッ
フ
５
人
で
ス
タ

ー
ト
し
、
小
さ
な
仕
事
か
ら

始
め
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
創
業
か
ら
５
年
経
っ
た
頃

に
県
や
市
か
ら
の
指
名
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
公

共
工
事
の
設
計
業
務
も
受
注

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
私
が
入
社
し
た
の
は
、
１

９
８
５(

昭
和
60)

年
６
月

で
、
創
業
か
ら
７
年
目
の
時

で
す
。
そ
の
時
は
、
既
に
大

規
模
建
築
の
設
計
を
し
て
い

ま
し
た
。
公
共
工
事
が
約
８

割
、
民
間
工
事
が
２
割
で
、

経
営
と
し
て
は
順
調
で
し
た
。

　
ス
タ
ッ
フ
の
数
も
増
え
た

こ
と
も
あ
り
、
１
９
９
２

(

平
成
４)

年
に
は
、
現
在
の

米
子
市
皆
生
６
丁
目
に
新
社

屋
を
建
設
し
、
第
二
創
業
と

し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
業
務
と
し
て
は
比
較
的
順

調
に
推
移
し
て
い
ま
し
た
が
、

環
境
へ
の
意
識
が
高
ま
る
中
、

１
９
９
７(

平
成
９)

年
に
、

Ｃ
Ｏ

²
削
減
を
求
め
る
京
都

議
定
書
が
発
出
さ
れ
、
当
然

建
築
業
界
と
し
て
も
対
処
し

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
で
し

た
。

　
そ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
の

中
、
公
共
工
事
の
削
減
も
検

討
さ
れ
る
時
代
と
な
り
、
今

後
の
建
築
業
界
と
し
て
公
共

工
事
に
依
存
す
る
こ
と
な
く

業
務
の
受
注
を
確
保
す
る
た

め
に
は
、
他
社
と
の
差
別
化

を
図
り
、
民
間
工
事
の
受
注

を
増
や
す
こ
と
を
考
え
ま
し

た
。

　
省
エ
ネ
、
ロ
ー
コ
ス
ト
と

い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
で
独
自
の

設
計
手
法
を
構
築
し
、
全
国

展
開
を
図
る
よ
う
に
な
り
、

現
在
は
公
共
工
事
が
３
割
、

民
間
工
事
が
７
割
と
、
目
的

通
り
の
事
業
形
態
と
な
り
ま

し
た
。

　
私
が
社
長
を
引
継
い
だ
の

は
、
２
０
１
２(

平
成
24)

年

で
、
今
年
で
丸
12
年
に
な
り

ま
す
。
本
来
、
技
術
者
で
経

営
と
い
う
も
の
を
勉
強
し
た

こ
と
も
な
く
、
ま
た
企
業
の

ト
ッ
プ
に
な
り
、
社
員
の
生

活
を
守
る
資
質
も
あ
る
と
は

思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
た
だ
、
会
社
は
社
長
１
人

の
力
で
は
な
く
、
役
員
や
社

員
の
力
を
借
り
な
が
ら
成
り

立
つ
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

お
陰
様
で
力
の
足
り
な
い
私

　
中
国
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
大

賞
は
、
経
済
産
業
省
の
主
導

で
設
立
さ
れ
た
中
国
ニ
ュ
ー

ビ
ジ
ネ
ス
協
議
会
の
表
彰
制

度
。
中
国
地
域
に
お
け
る
ニ

ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
の
育
成
と
振

ア
ラ
の
高
付
加
価
値
化
を
目
指
す
同
社
の
研
究
員

に
寄
り
添
い
、
一
緒
に
会

社
を
盛
り
立
て
て
も
ら
え

る
社
員
に
恵
ま
れ
、
今
日

に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
今
、
大
型
公
共
工
事

は
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

(

設
計
競
技)

や
Ｐ
Ｆ
Ｉ

方
式
な
ど
、
発
注
形
態
が

変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
時

代
の
流
れ
に
取
り
残
さ
れ

る
こ
と
な
く
一
歩
先
を
見

て
、
会
社
経
営
を
し
て
い

こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
健
全
な
会
社
運

営
を
し
な
が
ら
地
域
貢
献

活
動
に
も
力
を
入
れ
、
地

域
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
会

社
に
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。 
　
　(

談)

興
を
目
的
と
し
て
、
独
創
的

で
、
市
場
性
の
あ
る
ニ
ュ
ー

ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
し
て
い
る

企
業
を
表
彰
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
大
賞
が
1
社
、

優
秀
賞
を
同
社
の
ほ
か
に
２

社
が
受
賞
し
て
い
ま
す
。
鳥

取
県
内
の
受
賞
は
同
社
の
み

で
し
た
。

　
同
社
の
受
賞
理
由
は
、
ア

ジ
フ
ラ
イ
と
い
う
あ
り
ふ
れ

た
食
品
を
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

と
研
究
開
発
で
高
付
加
価
値

化
し
、
地
域
の
産
業
振
興
に

貢
献
し
て
い
る
こ
と
に
あ
り

ま
し
た
。

　
同
社
は
、
人
気
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
す
み
っ
コ
ぐ
ら
し

TM
」
と
の
コ
ラ
ボ
商
品
発
売

や
高
級
ブ
ラ
ン
ド
「
鯵
王
」

の
立
ち
上
げ
な
ど
を
実
施
。

　
さ
ら
に
、
映
画
「
ゴ
ジ
ラ

―
1
・
０
」
と
鯵
王
が
コ
ラ

ボ
し
た
Ｃ
Ｍ
を
テ
レ
ビ
で
放

映
し
た
り
、
日
本
海
新
聞
に

全
面
広
告
「
平
井
伸
治
鳥
取

県
知
事
へ
の
手
紙
」
を
掲
載

す
る
な
ど
、
多
様
な
Ｐ
Ｒ
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
３
月
21
日
を
「
ア

ジ
フ
ラ
イ
の
日
」
に
制
定
。

日
付
は
、ア
ジ
を
漢
字
で「
鯵

(

魚
ヘ
ン
に
参
＝
３)

」
と
書

く
こ
と
か
ら
３
月
、
フ
ラ
イ

を
「
フ(

２)

ラ
イ(

１)

」
と

読
む
語
呂
合
わ
せ
か
ら
21
日

と
し
た
の
が
由
来
で
す
。

　
一
方
、
同
社
の
研
究
開
発

棟
で
は
、
角
谷
社
長
を
含
め

た
３
人
の
研
究
員
が
研
究
を

行
っ
て
い
ま
す
。
近
年
で
は
、

ア
ジ
フ
ラ
イ
の
製
造
工
程
で

多
量
に
発
生
す
る
ア
ラ(

加

工
残
渣)

を
使
っ
て
、
食
品
用

の
粉
末
を
作
っ
た
り
、
機
能

性
素
材
を
開
発
し
て
い
ま
す
。

　
角
谷
社
長
は
「
ア
ジ
１
匹
、

１
匹
の
付
加
価
値
を
創
造
す

る
こ
と
で
、
地
元
の
水
産
業

の
発
展
に
貢
献
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
同
社(

☎
45

―
３
２
８
３)

ま
で
。

　同店は、水木しげるロードで土産物店などを展開している「千年王国」
が手掛けるカフェです。
　境水道に注ぐ大正川沿いに店を構えており、フィンシャレー (米子市)
や、かっぱ印の珈琲豆店(上道町)といった珈琲専門店で自家焙煎された
豆を厳選し、コーヒーなどを提供。
　また、鳥取県産「星空舞」の米粉
を使用したチュロスや週末限定のしふ
ぉんながた(安来市)のプレミアムスイ
ーツなど、食材にこだわったメニュー
をラインナップしています。
　店内で作るサンドイッチ(ミックス/た
まご)は、昨年惜しまれつつ閉店した
神戸ベーカリーのレシピで懐かしい味
を再現。
　テラス席はペット同伴可となっており、ペットと一緒に休憩できる場所
を提供しているほか、近年増えているロードバイクのお客さんのために、
智頭杉で製作したサイクルスタンドを設置予定。店内奥には授乳室の設
置も準備中で、ユニバーサルデザインにも力を入れます。
　同店の黒目実

み ゆ き

由さんは「地元で作られるおいしいもの
を多くの皆さんに知ってほしい。また水木ロードは、全
国や海外からお客様が来られるので、『人』と『食』を
通じて地元の価値を伝え続けていきたい」と話しました。
　詳しくは、同店(☎4 4－0 078)にお問い合わせください。

Part

70企業探訪企業探訪企業探訪
気軽に立ち寄れるこだわりカフェ

― 大正川カフェ ―

水木ロードに新スポット

　㈱千年王国(松ヶ枝町、黒目友則社長)は、ことし3月15日に大正
川カフェをオープンしました。今回の「企業探訪」は、同店を紹介し
ます。

　鳥取県は東部・中部・西部の圏域
ごとに「とっとり企業支援ネットワー
ク」を構成。20の機関が連携して企
業支援を行います。
　詳しくは、境港商工会議所相談課
(☎４４－１１１１)へ。

20の機関が連携して支援

メニューを紹介する黒目実由さん

Instagram

ボーリングを楽しむ同社の皆さん
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山進運輸株式会社
代表取締役社長 山　口　尚　文

〒684‒0046  鳥 取 県 境 港 市 竹 内 団 地 1 5 8 番 地
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第1営業部  TEL 0859ｰ45ｰ2031  FAX 0859ｰ45ｰ4565
第2営業部  TEL 0859ｰ21ｰ3210  FAX 0859ｰ21ｰ3211
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代表取締役 廣　瀨　信　彦

代表取締役 廣　瀨　康　彦

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

―
日
本
酒
が
韓
国
の
若
者

に
人
気
で
す
ね
。

　「
近
年
の
健
康
意
識
の

高
ま
り
か
ら
、
ア
ル
コ
ー

ル
度
数
の
低
い
飲
料
が
好

ま
れ
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

日
本
酒
は
韓
国
焼
酎
な
ど

に
比
べ
、
低
ア
ル
コ
ー
ル

で
、
そ
の
点
で
ぴ
っ
た
り
。

　

米
子
鬼
太
郎
空
港
か
ら
ひ
と
っ
飛
び
。
山
陰
で
一
番
身

近
な
外
国
は
「
韓
国
」
で
す
。
今
回
の
「
海
外
展
開
の
ス

ス
メ
」
は
、
と
っ
と
り
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
の
許ホ

ウ

福ポ
ン

美ミ

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー(

韓
国
担
当)

に
、
韓
国
の
日
本
酒

市
場
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

ー 共和水産 ー

男性も女性も活躍できて働きやすい
男女共同参画 境港企業の取り組み男女共同参画 境港企業の取り組み シリーズ⑨

　

男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
境
港
市
内
企
業
の
取
り
組
み

を
紹
介
す
る
当
シ
リ
ー
ズ
。
今
回
は
、
共
和
水
産
㈱(

栄
町
、

橋
津
寛
社
長)

に
登
場
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
同
社
の
主
な
業
務

は
、
漁
業
と
船
舶
修

理
業
で
す
。
こ
の
う

ち
、
漁
業
の
支
援
部

門
と
船
舶
修
理
業
の

従
業
員
は
60
人
で
、

女
性
は
18
人
。
女
性

管
理
職
の
比
率
は
32

・
７
㌫
で
、
部
長
、

次
長
、
課
長
、
係
長

が
い
ま
す
。

　
同
社
は
、
以
前
か

ら
人
事
制
度
を
整
え
、

男
性
も
女
性
も
平
等
に
昇
格

で
き
る
仕
組
み
作
り
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
同
社
は
、
鳥
取
県
男

女
共
同
参
画
推
進
企
業
の
認

定
を
受
け
る
一
方
で
、
厚
生

労
働
省
が
提
唱
す
る
一
般
事

業
主
行
動
計
画
も
策
定
し
、

ノ
ー
残
業
デ
ー
と
有
給
取
得

を
達
成
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

　
有
給
休
暇
の
平
均
取
得
日

数
は
、
昨
年
度
実
績
で
1
人

当
た
り
年
間
11
・
９
日
で
す
。

連
続
休
暇
も
取
れ
る
よ
う
部 一般事業主行動計画を打ち合わせ中の皆さん

韓
国
の
居
酒
屋
で
行
わ
れ
た

鳥
取
県
の
日
本
酒
販
売
会
＝

写
真
は
コ
ラ
ー
ジ
ュ

ま
た
、
日
本
酒
の
豊
富
な
バ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
味
の
選

択
を
楽
し
み
、
更
に
日
本
の

文
化
や
伝
統
に
触
れ
る
、
そ

の
一
環
と
し
て
日
本
酒
が
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
」

―
こ
の
傾
向
は
、
こ
れ
か
ら

も
続
く
の
で
す
か
。

　「
韓
国
の
ア
ル
コ
ー
ル
販

売
関
係
者
は
『
最
近
、
ワ
イ

ン
、
ウ
イ
ス
キ
ー
に
続
い
て

日
本
酒
の
販
売
が
拡
大
し
て

い
て
、
こ
の
人
気
は
当
分
続

く
だ
ろ
う
』
と
話
し
て
い
ま

す
。『
今
後
、
伝
統
的
な
銘

柄
か
ら
新
し
い
ス
タ
イ
ル
の

も
の
ま
で
、
日
本
酒
の
美
味

し
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
』

と
日
本
酒
の
取
り
扱
い
に
積

極
的
で
す
」

―
と
っ
と
り
国
際
ビ
ジ
ネ
ス

セ
ン
タ
ー
の
今
後
の
取
り
組

み
は
。

　「
当
セ
ン
タ
ー
で
も
、
鳥

取
の
日
本
酒
を
韓
国
市
場
に

積
極
的
に
売
り
込
ん
で
い
ま

す
。
７
月
に
は
、
韓
国
で
最

大
の
酒
類
展
示
販
売
会
で
も

紹
介
す
る
予
定
で
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
県
産
日
本
酒
の

魅
力
が
広
ま
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
」

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て

　
先
日
、
あ
る
韓
国
企
業

の
社
長
が
ソ
ウ
ル
の
日
本

料
理
店
で
、
な
ん
と
な
く

日
本
酒
の
ボ
ト
ル
を
手
に

取
り
、
ラ
ベ
ル
を
見
て
み

る
と
、
な
ん
と
そ
れ
は
鳥

取
県
の
酒
。「
千
代
む
す

び
酒
造
の
お
酒
だ
！
」
と

声
を
上
げ
た
そ
う
で
す
。

　
鳥
取
通
の
社
長
は
、
こ

の
偶
然
の
出
会
い
を
ま
さ

に
運
命
だ
と
感
じ
た
と
の

こ
と
。
こ
う
し
た
出
会
い

が
、
ま
た
一
つ
の
縁
を
紡

ぎ
出
す
き
っ
か
け
と
な
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

海
外
事
情
編

とっとり国際
ビジネスセンター

海
外
展
開
の
ス
ス
メ

韓
国
の
日
本
酒
市
場

門
ご
と
に
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調

整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
３
年
前
か
ら
毎

週
１
回
、
ノ
ー
残
業
デ
ー
を

実
施
。
な
る
べ
く
定
時
に
帰

る
よ
う
に
促
し
、
当
日
朝
に

は
、
全
社
員
に
一
斉
メ
ー
ル

を
送
信
す
る
な
ど
の
働
き
か

け
の
結
果
、
そ
の
達
成
率
は
、

91
・
７
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
育
児
・
介
護
休
業
に
関
し

て
も
整
備
し
、
仕
事
と
家
庭

の
両
立
に
向
け
、
推
進
し
て

い
ま
す
。

　
小
谷
和
子
・
人
事
総
務
担

当
部
長
は
「
出
産
や
育
児
、

ま
た
介
護
な
ど
は
、
周
囲
の

協
力
な
く
し
て
仕
事
と
家
庭

の
両
立
は
難
し
い
と
思
い
ま

す
。
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン

ス
を
整
え
、
誰
も
が
長
く
勤

め
ら
れ
る
よ
う
、
お
互
い
が

思
い
や
り
、
制
度
の
活
用
が

気
兼
ね
な
く
で
き
る
よ
う
、

よ
り
良
い
職
場
環
境
作
り
に

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
」
と

話
し
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
同
社(

☎
44

―
７
１
７
１)

に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

学
芸
員
が
紹
介 

水
木
し
げ
る
記
念
館

パ
ー
ト
Ⅰ 

企
画
展
示
室

　

水
木
し
げ
る
記
念
館
が
２
０
２
４
年
４
月
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
今
月
号
か
ら
、
同
館
の
学
芸

員
２
人
に
よ
る
紹
介
コ
ー
ナ
ー
を
開
始
し
ま
す
。
今
回
の

執
筆
者
は
、
渡
部
紗さ

弥や

佳か

さ
ん
で
す
。

　
当
館
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

前
に
比
べ
て
大
き
く
パ
ワ

ー
ア
ッ
プ
し
た
点
は
、
企

画
展
示
室
の
設
置
で
す
。

　
企
画
展
示
室
で
は
空
調

設
備
に
よ
り
、
水
木
し
げ

る
先
生
の
貴
重
な
原
画
の

展
示
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
に
伴
い
、
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
後
の
記
念
館
で
は
水
木
先

生
の
原
画
を
展
示
す
る
企
画

展
を
開
催
し
ま
す
。

　
現
在
、
開
催
中
の
企
画
展

は
「
鬼
太
郎
の
誕
生
―
生
ま

れ
か
わ
る
四
つ

の
物
語
―
」
で

す
。
鬼
太
郎
の

誕
生
を
描
い
た

作
品
群
を
原
画

や
パ
ネ
ル
な
ど

で
展
示
し
て
い

ま
す
。

　
鬼
太
郎
誕
生

の
物
語
が
掲
載

誌
や
媒
体
を
変
え
て
何
度
も

繰
り
返
し
描
か
れ
て
い
る
の

を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？
　

　
同
じ
「
鬼
太
郎
の
誕
生
」

の
物
語
で
も
、
微
妙
に
異
な

る
部
分
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ

実
際
に
ご
覧
に
な
っ
て
、

違
い
を
見
つ
け
て
み
て
く

だ
さ
い
。

　
展
示
内
容
な
ど
、
詳
し

く
は
当
館(

☎
42
―
２
１

７
１)

ま
で
。

企業や団体を訪問

出前健康講座
ー 境 港 市 ー

　
境
港
市
は
、
30
歳
代
か
ら

60
歳
代
ま
で
を
中
心
と
し
た

「
働
き
盛
り
世
代
」
の
健
康

づ
く
り
を
応
援
。
皆
さ
ん
の

職
場
な
ど
に
市
の
職
員(

保

健
師
、
管
理
栄
養
士)

が
訪

問
し
、
出
前
健
康
講
座
を
行

い
ま
す
。

　
同
講
座
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
通
り
で
す
。

日
程
　
７
月
１
日
㈪
以
降

時
間
　
１
回
に
つ
き
30
分
～

１
時
間
程
度

対
象
　
概
ね
30
歳
～
60
歳
代

の
人

人
数
　
１
回
に
つ
き
、
概
ね

50
人
ま
で

講
座
内
容
　
▽
メ
タ
ボ
予
防

に
つ
い
て
▽
生
活
習
慣
病
予

防
や
予
防
の
た
め
の
食
生
活

な
ど(

申
込
時
に
希
望
の
内

容
を
伝
え
て
く
だ
さ
い)

派
遣
職
員
　
市
保
健
師
、
管

理
栄
養
士

講
座
を
行
う
会
場
　
各
自
で

用
意
し
て
く
だ
さ
い

予
約
方
法
　
６
月
14
日
㈮
以

降
に
市
健
康
づ
く
り
推
進
課

(

☎
47
―
１
０
４
１
、
電
子

メ
ー
ル
＝kenko@

city.sakai
m
inato.lg.jp)

に
連
絡

　
詳
し
く
は
、
市
健
康
づ
く

り
推
進
課
ま
で
。

企画展のキービジュアル Ⓒ水木プロ
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脳疾患の画像を解説する近藤慎二医師

境港妖怪検定

妖怪文化に爪痕を残したい
上級合格者  鎧沢アキラさん

合格者の声

あぶみ さわ

鎧
沢
さ
ん
が
描
い
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
妖

怪
た
ち
。
昨
年
、
真
光
書
店（
調
布
市
）

で
行
わ
れ
た﹁
妖
怪
の
絵
を
描
く
コ
ー

ナ
ー
」で
も
一
体
描
い
て
い
る

　「
妖
怪
」
は
、
自
分
の
人

生
に
お
い
て
結
構
な
領
域
を

占
め
て
き
た
も
の
で
す
。

　
物
心
つ
い
て
初
め
て
触
れ

た
の
は
、
や
は
り
水
木
し
げ

る
先
生
の
描
い
た
妖
怪
た
ち

で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ

の
後
、
ア
ニ
メ
の
鬼
太
郎
の

み
な
ら
ず
様
々
な
漫
画
や
ゲ

ー
ム
な
ど
に
登
場
す
る
妖
怪

た
ち
に
心
躍
ら
せ
、
と
い
う

あ
た
り
ま
で
は
多
く
の
人
と

共
通
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
た
だ
、
高
校
時
代
に
柳
田

國
男
や
小
松
和
彦
の
著
作
と

の
出
会
い
を
経
た
私
は
、
と

う
と
う
大
学
の
卒
論
を
地
元

の
妖
怪
伝
承
を
テ
ー
マ
に
書

い
た
と
こ
ろ
ま
で
行
き
着
い

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
そ
の
後
も
妖
怪

研
究
に
ひ
た
す
ら
情
熱
を
注

ぐ
、
と
い
う
よ
う
な
生
き
方

に
行
か
な
か
っ
た
の
が
私
の

限
界
で
し
ょ
う
。
時
折
、
妖

怪
関
連
の
書
物
な
ど
に
触
れ

た
り
、
軽
く
妖
怪
を
題
材
に

し
た
漫
画
を
描
い
た
り
し
て

い
た
程
度
の
「
妖
怪
人
生
」

で
し
た
。

　
そ
ん
な
私
の
転
機

に
な
っ
た
の
が
、
数

年
前
に
腸
炎
で
一
週

間
ほ
ど
寝
込
ん
だ
経

験
で
す
。

　
特
に
重
病
で
は
な

か
っ
た
も
の
の
、「
人

間
い
つ
か
は
死
ぬ
。

生
き
て
い
る
う
ち
に

や
り
た
い
こ
と
を
ど

ん
ど
ん
や
ら
ね
ば
」

と
い
う
欲
が
出
て
き

て
、
そ
の
勢
い
で
の

妖
怪
検
定
受
験
な
の

で
し
た
。

　
第
15
回
の
中
級
に
続
い
て

第
16
回
開
催
で
の
上
級
も
一

　

昨
年
10
月
15
日
に
開
催
し
た
境
港
妖
怪
検
定
で
上
級
に
合

格
し
た
人
の
寄
稿
を
掲
載
す
る
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。
今
回
の
執

筆
者
は
、
埼
玉
県
志
木
市
在
住
の
鐙
沢
ア
キ
ラ
さ
ん
で
す
。

　「
ず
っ
と
、
済
生
会
病
院

の
こ
と
を
気
に
か
け
て
い
ま

し
た
」。
近
藤
医
師
が
同
病

院
に
着
任
し
た
時
の
あ
い
さ

つ
の
一
言
で
す
。

　
近
藤
医
師
は
、
２
０
０
１

近
く
で
受
診
で
き
る
安
心
感

近
藤
医
師
が
着
任
済生会境港
総 合 病 院

脳
神
経
外
科

クローズアップ
　

済
生
会
境
港
総
合
病
院(

米
川
町
、
佐
々
木
祐
一
郎
病
院

長)

の
脳
神
経
外
科
に
、
こ
と
し
４
月
か
ら
近
藤
慎
二
医
師

が
常
勤
医
と
し
て
着
任
し
ま
し
た
。
同
病
院
に
と
っ
て
脳
神

経
外
科
の
常
勤
医
着
任
は
17
年
ぶ
り
。
今
回
の
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
は
、
近
藤
医
師
に
登
場
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

年
か
ら
２
０
０
７
年
ま
で
同

病
院
で
、
脳
神
経
外
科
を
担

当
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

鳥
取
大
学
医
学
部
附
属
病
院

(

鳥
大
病
院
、
米
子
市
西
町)

、

山
陰
労
災
病
院(

米
子
市
皆

生
新
田)

に
異
動
。
こ
の
た

び
佐
々
木
病
院
長
か
ら
の
熱

心
な
誘
い
を
受
け
て
、
再
び

同
病
院
で
勤
務
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
境
港
市
内
に
は
、

同
病
院
を
含
め
て
脳
神
経
外

科
の
常
勤
医
が
不
在
だ
っ
た

た
め
、
境
港
市
内
で
頭
部
に

外
傷
を
負
っ
た
患
者
は
鳥
大

病
院
や
山
陰
労
災
病
院
に
搬

送
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し

た
。

　
今
後
は
、
頭
部
外
傷
や
脳

卒
中
に
対
し
て
の
診
断
や
初

期
治
療
が
同
院
で
可
能
と
な

り
ま
す
。
さ
ら
に
高
度
な
治

療
が
必
要
な
場
合
は
、
鳥
大

病
院
や
山
陰
労
災
病
院
な
ど

の
脳
神
経
外
科
へ
紹
介
し
ま

す
。

　
同
病
院
は
ま
た
、
複
数
の

医
療
機
関
が
情
報
共
有
で
き

る
シ
ス
テ
ム
に
参
加
。
患
者

の
疾
患
に
関
す
る
画
像
や
デ

ー
タ
を
匿
名
で
、
同
シ
ス
テ

ム
に
参
加
し
て
い
る
病
院
の

医
師
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な

ど
に
一
斉
通
知
す
る
も
の
で

す
。
多
く
の
医
師
が
同
時
に

確
認
で
き
る
た
め
、
一
刻
を

争
う
急
性
脳
疾
患
の
初
期
治

療
に
大
変
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　
近
藤
医
師
は
「
当
病
院
に

は
、
不
思
議
な
縁
を
感
じ
て

い
ま
す
。
身
近
に
脳
神
経
外

科
が
あ
り
、
常
勤
医
が
い
る

こ
と
で
、
皆
さ
ん
の
安
心
の

一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
」

と
話
し
ま
し
た
。

　
脳
神
経
外
科
の
診
察
日
は
、

月
・
火
・
木
・
金
曜
日
の
午

前
中(

予
約
制)

で
す
。
水
曜

日
は
手
術
日
。
予
約
は
、
平

日
の
午
後
２
時
か
ら
４
時
ま

で
に
同
病
院(

☎
42
―
３
１

６
１)

に
電
話
し
て
く
だ
さ

い
。

　
近
藤
慎
二(

こ
ん
ど
う
・

し
ん
じ)

医
師
プ
ロ
フ
ィ
ー

ル
　
１
９
８
６(

昭
和
61)

年
、

鳥
取
大
学
医
学
部
卒
業
。
鳥

大
病
院
、
山
陰
労
災
病
院
を

経
て
、
こ
と
し
４
月
か
ら
同

病
院
に
勤
務
。
63
歳
。

発
合
格
。
更
に
調
布
・
境
港

の
観
光
も
良
い
思
い
出
と
な

り
、
自
分
の
選
択
と
や
る
気
、

そ
し
て
成
果
に
我
な
が
ら

「
よ
く
や
っ
た
！
」
と
褒
め

た
い
く
ら
い
で
す
。

　
今
後
も
自
分
な
り
に
妖
怪

と
付
き
合
っ
て
い
く
人
生
を

送
っ
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

大
き
な
目
標
の
一
つ
に
「
自

分
の
考
え
た
妖
怪
を
多
く
の

人
に
認
知
し
て
も
ら
う
」
と

い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
偉
大
な
先
達
や
現
在
活
躍

中
の
猛
者
に
は
及
ば
な
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
何
か
し

ら
の
爪
痕
を
妖
怪
文
化
に
残

せ
た
ら
幸
い
で
す
。

６
月
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

境
　港

商
議
所

各
種
個
別
相
談
会

　
境
港
商
工
会
議
所
は
、
市

内
事
業
者
に
向
け
て
、
各
種

の
個
別
相
談
会
を
開
催
し
て

い
ま
す(

秘
密
厳
守
、
相
談

料
無
料)

。
会
場
は
、
い
ず

れ
も
境
港
商
工
会
議
所
経
営

支
援
室(

上
道
町)

で
す
。

　
各
相
談
会
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
通
り
。

よ
ろ
ず
支
援
拠
点

経
営
相
談
会

　
境
港
商
工
会
議
所
と
鳥
取

県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
は
、
毎

月
第
２
火
曜
日
に
経
営
相
談

会
を
開
催(

開
催
日
の
２
日

前
ま
で
の
予
約
が
必
要)

。

経
営
上
の
あ
ら
ゆ
る
相
談
に

応
じ
ま
す
。

　
相
談
員
は
、
鳥
取
県
よ
ろ

ず
支
援
拠
点
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
で
す
。
当
日
は
1
人
体

制
で
、
相
談
内
容
に
応
じ
て
、

各
分
野
の
専
門
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
に
引
き
継
ぐ
な
ど
、

チ
ー
ム
体
制
で
対
応
し
ま
す
。

知
財
無
料
相
談
会

　
境
港
商
工
会
議
所
は
、
Ｉ

Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ｔ
鳥
取
県
知
財
総
合

支
援
窓
口
の
協
力
を
得
て
、

毎
月
第
２
水
曜
日
に
知
財
無

料
相
談
会
を
開
催(

開
催
日

の
前
日
午
前
中
ま
で
の
予
約

が
必
要)

。
知
的
所
有
権
に

関
す
る
様
々
な
相
談
に
応
じ

ま
す
。

　
相
談
員
は
、
Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ｔ

鳥
取
県
知
財
総
合
支
援
窓
口

か
ら
派
遣
さ
れ
る
支
援
担
当

者
で
す
。

事
業
承
継
個
別
相
談
会

　
境
港
商
工
会
議
所
、
境
港

市
、
鳥
取
県
事
業
承
継
・
引

継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
事

業
承
継
全
般
に
関
す
る
相
談

会
を
毎
月
第
３
木
曜
日
に
開

催
し
ま
す(

開
催
日
前
日
ま

で
の
予
約
が
必
要)

。

　
相
談
員
は
、
鳥
取
県
事
業

承
継
・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ

ー
の
専
門
相
談
員
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
境
港
商
工
会

議
所
相
談
課(

☎
44
―
１
１

１
１)

ま
で
。

相談会の名称

よろず支援拠点経営相談会

知財無料相談会

事業承継個別相談会

日　時

６月11日㈫ 午後1時～4時

６月12日㈬ 午後1時～4時

６月20日㈭ 午後1時～4時

境港商議所相談会 6月のスケジュール

　境港商工会議所は境港市内
の事業所に、経営課題解決のた
めに無料で専門家を派遣してい
ます。
　詳しくは、境港商工会議所相
談課（☎44－１１１１）へ。

専門家を派遣します
境港商議所

4



アクサ生命保険株式会社
山陰支社　米子営業所
〒���-����  鳥取県米子市加茂町�丁目��� 米子商工会議所会館�階
TEL ����-��-����

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

薬
物
乱
用
の
な
い
社
会
実
現
へ

地
域
全
体
で
話
し
合
い
を
境港警察署

　
覚
醒
剤
や
大
麻
を
始
め
と

す
る
違
法
薬
物
の
使
用
で
、

精
神
や
身
体
に
様
々
な
障
害

が
生
じ
て
、
死
に
至
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
違
法
薬
物
の

使
用
は
、
薬
物
を
使
用
し
た

本
人
だ
け
で
は
な
く
、
家
族

や
友
人
な
ど
の
周
囲
の
人
、

更
に
は
社
会
全
体
に
害
悪
を

及
ぼ
す
重
大
な
犯
罪
で
す
。

　
ま
た
、
違
法
な
薬
物
の
う

ち
、
大
麻
事
犯
に
お
け
る
検

挙
人
員
は
高
い
水
準
に
あ
り
、

２
０
２
３(

令
和
５)

年
に

は
過
去
最
多
と
な
る
な
ど
、

特
に
若
年
層
を
中
心
と
し
た

大
麻
の
乱
用
拡
大
が
問
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
大
麻
の
有
害
性
は
、
特
に

成
長
期
に
あ
る
若
者
の
脳
に

対
す
る
影
響
が
大
き
い
こ
と

が
判
明
し
て
い
ま
す
が
、
近

年
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
が
普
及
す
る
中
、
大
麻

の
危
険
性
や
有
害
性
を
否
定

す
る
よ
う
な
誤
っ
た
情
報
が

ネ
ッ
ト
上
に
広
が
っ
て
お
り
、

大
麻
に
対
す
る
警
戒
心
の
低

下
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
、
大
麻
を

始
め
と
し
た
違
法
薬
物
の
売

買
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
用
い
る
ケ
ー

ス
も
増
え
、
違
法
薬
物
の
売

買
で
得
た
収
益
は
、
犯
罪
組

織
や
暴
力
団
の
資
金
源
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。

　
警
察
は
、
薬
物
乱
用
の
な

い
社
会
を
目
指
し
て
取
り
締

り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
地

域
全
体
で
話
し
合
い
、
私
た

ち
の
周
り
か
ら
薬
物
乱
用
防

止
の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

　
詳
し
く
は
、
境
港
警
察
署

(

☎
44
―
０
１
１
０)

に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

境
港
で
生
産
さ
れ
た
商
品
を
地
元
の
ど
こ
で
購
入
で
き
る

か
を
探
す
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。
今
回
紹
介
す
る
の
は
、
㈲
こ
め

や
産
業(

外
江
町
、
浜
田
貴
年
社
長)

の
製
造
す
る
商
品
で
す
。

　
同
社
の
主
力
商
品
は
、

「
い
た
だ
き
」
で
す
。
境

港
市
や
米
子
市
に
古
く
か

ら
伝
わ
る
伝
統
料
理
で
、

油
揚
げ
の
中
に
う
る
ち
米
、

生
野
菜
、
し
ょ
う
ゆ
、
出

汁
を
入
れ
、
炊
き
上
げ
ま

す
。

　
近
隣
で
の
取
り
扱
い
は
、

丸
合
境
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
店

(

浜
ノ
町)

、
ザ
・
ビ
ッ
グ
境

港
店(

清
水
町)

、
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

Ｔ
５
境
港
店(

竹
内
団
地)

、

㈲
岡
田
商
店
境
港
本
店(

新

屋
町)

な
ど
。
買
っ
て
す
ぐ

に
食
べ
ら
れ
る
状
態
で
販
売

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
冷
凍
商
品
と
し
て

の
販
売
も
あ
り
ま
す
。
取
り

扱
っ
て
い
る
の
は
、
Ｐ
Ｌ
Ａ

Ｎ
Ｔ
５
境
港
店
、
大
漁
市
場

な
か
う
ら(

竹
内
団
地)

、
㈲

い
ろ
は
精
肉
本
店(

末
広

町)

、
Ｊ
Ｕ
米
子
高
島
屋(

米

子
市
角
盤
町)

、
業
務
ス
ー

パ
ー
淀
江
店(

米
子
市
淀
江

町)

、
同
目
久
美
店(

同
市
目

久
美
町)

な
ど
で
す
。

　
同
社
は
、
こ
の
い
た
だ
き

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
の
の
こ

ち
ゃ
ん
」
を
制
作
。
大
漁
市

場
な
か
う
ら
で
は
、
商
品
前

に
設
置
し
て
あ
る
液
晶
モ
ニ

タ
ー
の
中
で
、
の
の
こ
ち
ゃ

ん
が
歴
史
や
製
造
過
程
な
ど

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　「
の
の
こ
ち
ゃ
ん
は
、
郷

土
料
理
の
い
た
だ

き
を
よ
り
多
く
の

人
に
知
っ
て
も
ら

う
キ
ッ
カ
ケ
作
り

に
な
れ
ば
と
、
制

作
し
た
も
の
で
す
。

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
名

は
、
い
た
だ
き
の

別
名
で
あ
る
の
の

こ
め
し
か
ら
と
っ
た
も
の
で
、

名
前
が
で
き
て
か
ら
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
を
作
り
ま
し
た
」
と

同
社
担
当
者
の
小
松
原
真
吾

主
任
は
話
し
ま
し
た
。

　
同
社
は
、
新
商
品
「
の
ど

ぐ
ろ
め
し
」
の
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
を
作
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
新
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
を
募

境港発商品

発見

こ
め
や
産
業

い
た
だ
き

集
し
ま
す
。
名
前
が
決
ま

っ
て
か
ら
小
松
原
主
任
が

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
制
作
す

る
予
定
。

　
応
募
の
詳
細
は
、
当
紙

８
ペ
ー
ジ
の
「
ク
イ
ズ
で

遊
ぼ
う
特
別
編
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
同
社(

☎

42
―
６
６
２
０)

ま
で
。

11回目を迎える夏の風物詩11回目を迎える夏の風物詩

天然本マグロを堪能しよう
境港まぐろ感謝祭6月16日

　

境
港
天
然
本
マ
グ
ロ
Ｐ
Ｒ
推
進
協
議
会
は
、｢

境
港
ま
ぐ

ろ
感
謝
祭
」
を
６
月
16
日
に
境
漁
港(

境
港
水
産
物
地
方
卸

売
市
場
２
号
上
屋
周
辺)

で
開
催
し
ま
す
。

　
同
祭
り
は
、
境
港
を
代
表

す
る
海
の
恵
み
「
天
然
本
マ

グ
ロ
」
に
感
謝
し
、
そ
の
美

味
し
さ
を
多
く
の
人
に
知
っ

て
も
ら
い
、
消
費
拡
大
を
目

的
に
開
催
す
る
も
の
で
、
今

回
が
11
回
目
。
コ
ロ
ナ
明
け

４
年
ぶ
り
に
開
催
し
た
昨
年

は
、
約
６
０
０
０
人
が
来
場

し
、
大
盛
況
で
し
た
。

　
本
年
も
、
天
然
本
マ
グ
ロ

の
特
価
販
売
、
各
種
マ
グ
ロ

料
理
販
売
の
ほ
か
、
キ
ッ
チ

ン
カ
ー
な
ど
の
グ
ル
メ
コ
ー

ナ
ー
も
多
数
出
店
し
ま
す
。

　
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

マ
グ
ロ
解
体
シ
ョ
ー
、
マ
グ

ロ
体
重
当
て
ク
イ
ズ
な
ど
を

実
施
。
ま
さ
に
、
マ
グ
ロ
づ

く
し
の
お
祭
り
で
す
。

　
同
感
謝
祭
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
と
お
り
。

日
時
　
６
月
16
日
㈰
　
午
前

９
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

場
所
　
鳥
取
県
営
境
港
水
産

物
地
方
卸
売
市
場
２
号
上
屋

周
辺(

境
港
市
昭
和
町)

　
詳
し
く
は
、
同
協
議
会
事

務
局(

境
港
水
産
振
興
協
会

内
・
☎
44
―
６
６
６
８)

ま

で
。

６月６日㈭ 　　　午後 産業医
６月12日㈬ 午前　　　精神科医
６月13日㈭ 　　　午後 産業医
６月17日㈪ 　　　午後 産業医
６月20日㈭ 　　　午後 産業医
６月26日㈬ 午前　　　精神科医
６月27日㈭ 　　　午後 産業医

企業・労働者の相談窓口
　西部地域産業保健センターは、企業と労働者の健
康や長時間労働について個別相談を行っています。

○午前の部＝９時30分～11時30分、午後の部＝１時30分～３時30分
○米子市久米町の西部医師会館会議室で個別に相談に応じます。（無料）
○問い合わせは、西部地域産業保健センターまで。☎２２－３５７０

６月の相談日

割
裁
人
に
よ
る
迫
力
満
点
の
マ
グ
ロ
解
体
シ
ョ
ー

ののこちゃんと小松原真吾主任
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境港商工会議所女性会 Ms.通信

TEL0859-42-4420
〒684-0032 鳥取県境港市元町25

土地・建物売りたい方大募集！！
〔アパート〕〔貸家〕〔売地〕〔売家〕のことなら

http://www.kenshome.net/

中 西 一 郎 商 店有限
会社

建築金物・製作金物

代表取締役 中　西　健一郎

営業所／境港市上道町3152(市役所通り)
　　　　TEL44－1122㈹ FAX44－1125
http://nakanishiichiro.co.jp/
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境
港
商
工
会
議
所
女
性
会

は
２
０
２
４
年
度
総
会
を
４

月
12
日
に
開
催
。
２
０
２
３

年
度
事
業
報
告
、
収
支
決
算
、

２
０
２
４
年
度
事
業
計
画
、

収
支
予
算
の
議
案
が
そ
れ
ぞ

れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
終
了
後
は
、(

一
社)

は
ま
ゆ
う
代
表
理
事
の
若
原

紀
子
さ
ん
を
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー

カ
ー
に
迎
え
「
話
そ
う
私
た

ち
の
輝
き
方
」
の
テ
ー
マ
で

公
開
座
談
会
を
実
施
。
当
会

会
員
の
足
立
明
美
さ
ん
、
阿

部
月
美
さ
ん
、
上
田
裕
子
さ

ん
が
ス
ピ
ー
カ
ー
と
し
て
参

加
し
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

は
堀
田
真
弓
副
会
長
で
し
た
。

　
若
原
さ
ん
の
起
業
の
き
っ

か
け
、
会
社
へ
の
思
い
、
タ

ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
、
経
営

者
と
し
て
の
決
意
な
ど
、
多

岐
に
わ
た
っ
て
有
意
義
な
お

話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
、
感

嘆
す
る
と
と
も
に
、
こ
ち
ら

も
頑
張
ろ
う
と
い
う
気
持
ち

に
な
り
ま
し
た
。

　
座
談
会
終
了
後
は
、
各
会

員
の
近
況
や
座
談
会
へ
の
感

想
な
ど
を
話
し
な
が
ら
の
楽

し
い
昼
食
会
を
行
い
ま
し
た
。

　（
総
務
委
員
会
Ｈ
）

境港商工会議所女性会
〒684-8686 境港市上道町3002

　　　　　（境港商工会議所内）

TEL 44－1111・FAX 42－6577

 

足
立
真
里
（
あ
だ
ち
・
ま
り
）

  EG
A

 International
  H

oldings

㈱

 

　
　
　
　 （
境
港
市
中
町
）

　
当
社
は
、
先
代
が
１
９
５

 

加
藤
聡
子（
か
と
う
・
さ
と
こ
）

　
行
政
書
士
加
藤
聡
子
事
務
所

 

　
　
　
　 （
境
港
市
中
町
）

　
こ
の
た
び
、
岡
空
京
子
会

長
か
ら
お
声
掛
け
い
た
だ
き
、

８(

昭
和
33)

年
に
お
好
焼

き
屋
み
そ
ら
と
、
貸
本
屋
ひ

ば
り
文
庫
を
創
業
し
ま
し
た
。

２
０
０
６(

平
成
18)

年
、
店

舗
移
転
を
機
に
法
人
化
し
、

飲
食
業
を
主
体
と
し
た
事
業

を
し
て
い
ま
す
。

　
時
代
の
流
れ
と
共
に
、
変

わ
る
も
の
、
繋つ

な

ぐ
も
の
、
守

り
た
い
も
の
を
大
切
に
し
な

が
ら
、
公
私
と
も
に
新
し
い

こ
と
へ
の
挑
戦
も
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
境
港
商
工
会

議
所
女
性
会
に
入
会
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
魅
力
あ
ふ
れ
る
素
晴
ら

し
い
先
輩
の
皆
さ
ん
の
も
と
、

境港商工会議所女性会
〒684-8686 境港市上道町3002

　　　　　（境港商工会議所内）

TEL 44－1111・FAX 42－6577

境
港
商
工
会
議
所
女
性
会
に

入
会
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　
専
門
は
外
国
人
雇
用
に
お

け
る
在
留
資
格
申
請
関
係
で

す
。
そ
の
ほ
か
、
身
近
な
相

談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
。
微

力
な
が
ら
、
境
港
商
工
会
議

所
女
性
会
の
お
役
に
立
て
る

よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
境
港
商
工
会
議
所
女
性
会

は
５
月
16
日
、
水
木
し
げ
る

ロ
ー
ド
に
寄
贈
し
た
プ
ラ
ン

タ
ー
の
春
の
植
え
替
え
を
行

い
ま
し
た
。

　
当
日
は
生
憎
の
雨
の
中
、

１
時
間
遅
れ
で
ス
タ
ー
ト
。

始
め
に
、
会
員
皆
で
水
木
ロ

ー
ド
沿
い
の
プ
ラ
ン
タ
ー
を

回
収
し
て
じ
げ
の
物
産
館
広

場(

松
ヶ
枝
町)

に
集
め
て
作

業
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
昨
秋
植
え
た
パ
ン
ジ
ー
を

抜
き
取
り
、
土
を
ほ
ぐ
し
、

新
し
い
土
を
補
充
し
整
え
て

か
ら
、
色
鮮
や
か
な
４
色
の

マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
を
手
際
よ

境港商工会議所女性会 2024年度の行事予定

正副会長会議
通常総会
プランター植え替え（春）
役員会
会報「Mｓ.通信」発行
県商女性連 総会･会員交流会（米子）
境港まぐろ感謝祭
中商女性連 総会・松江大会（～12日）
会報「Mｓ.通信」発行
視察見学会･会員親睦レクリエーション
チャリティーゴルフ大会
全商女性連 滋賀全国大会（～9日）
プランター植え替え（秋）
フラワーアレンジメント講習会
バザー（境港市人権ふれあいフェスティバル）
新年互礼会

境港商工会議所
境港商工会議所
水木しげるロード
境港商工会議所

皆生グランドホテル天水
境港水産物地方卸売市場
ホテル一畑

未定
グリーンパーク大山ゴルフ倶楽部
大津市
水木しげるロード
境港商工会議所
みなとテラス
未定

4月 8日㈪
　 12日㈮
5月16日㈭
　 29日㈬
6月 1日㈯
　 13日㈭
　 16日㈰
7月11日㈭
9月 1日㈰

11月 3日㈰
7日㈭

12月　　　

1月　　　

期　 日 場　　　所事 業・会 議 等

く
楽
し
く
植
え
替
え
。

　
植
え
替
え
の
済
ん
だ
プ
ラ

ン
タ
ー
を
水
木
ロ
ー
ド
の
各

店
舗
に
運
ん
で
作
業
は
終
了

し
ま
し
た
。

　
水
木
ロ
ー
ド
に

来
た
観
光
客
と
地

元
の
皆
さ
ん
が
鮮

や
か
に
咲
い
た
マ

リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
の

花
を
観
て
、
笑
顔

に
な
っ
て
も
ら
え

た
ら
と
願
っ
て
い

ま
す
。
会
員
の
皆

さ
ん
、
天
候
の
悪

い
中
、
本
当
に
お
疲
れ
様
で

し
た
。

　
最
後
に
、
温
か
い
甘
酒
を

い
た
だ
き
、
身
も
心
も
ホ
ッ

と
し
た
気
持
ち
に
な
り
ま
し

た
。
　
　(

会
報
委
員
会
Ｓ)

　
こ
の
た
び
、
境
港
商
工
会
議
所
女
性
会
に
新
入
会
員
が
入

会
し
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
に
紹
介
し
ま
す
。

地
域
と
の
交
流
、
親
睦
を
深

め
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、

お
手
伝
い
が
で
き
れ
ば
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

公開座談会を実施
「話そう私たちの輝き方」テーマに

2024年度通常総会

春
の
花
に
植
え
替
え

水
木
ロ
ー
ド
寄
贈
の
プ
ラ
ン
タ
ー

女性の挑戦を後押し

女性起業家表彰を創設
第１回は若原紀子さん

　
境
港
商
工
会
議
所
女
性
会

は
、
女
性
の
挑
戦
を
後
押
し

し
て
い
ま
す
。
女
性
が
生
き

生
き
と
働
き
、
活
躍
す
る
こ

と
に
大
き
な
期
待
が
集
ま
る

中
、
女
性
起
業
家
が
担
う
社

会
的
役
割
が
極
め
て
重
要
な

も
の
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
当
女
性
会
は
、
起
業
し
、

自
ら
の
活
躍
の
場
と
地
域
の

雇
用
を
創
出
し
、
日
々
、
経

営
革
新
・
創
意
工
夫
に
果
敢

に
取
り
組
み
、
ビ
ジ
ネ
ス
展

開
し
て
い
る
創
業
か
ら
10
年

未
満
の
女
性
経
営
者
に
対
し

て
、
同
じ
女
性
の
仲
間
と
し

て
尊
敬
の
意
を
込
め
て
、
表

彰
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
水
木
し
げ
る
ロ

ー
ド
に
障
が
い
者
就
業
事
業

所
「
は
ま
ゆ
う
」
を
開
業
し
、

と
う
ふ
焼
き
ド
ー
ナ
ツ
、
お

に
ぎ
り
、
七
宝
焼
製
品
の
販

売
を
は
じ
め
、
地
域
と
福
祉

の
橋
渡
し
役
と
し
て
、
境
港

の
発
展
に
寄
与
し
て
い
る
若

原
紀
子
さ
ん
を
表
彰
し
ま
し

た
。

　
自
薦
・
他
薦
ど
ち
ら
で
も

構
い
ま
せ
ん
、
皆
様
の
ご
応

募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　(

総
務
委
員
会
Ｏ
）

植
え
替
え
作
業
中
の
女
性
会
メ
ン
バ
ー

公開座談会で意見を交わした皆さん

表彰状を手にする若原紀
子さん（左）と岡空会長

新
入
会
員 

一
言
ご
あ
い
さ
つ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
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株式会社 友和・保険センター
本　店 〒683-0802 鳥取県米子市東福原7-2-6  TEL（0859）34-4938  FAX34-5660
境港店 〒684-0071 鳥取県境港市外江町2361-2  TEL（0859）21-0117  FAX21-0118

ホームページ ： www.youwa-hoken.jp/

～ 境港店店長  鷲澤からのお得情報 ～

＆LIFE 介護保険Ｃ（ケア）セレクト

一度、当代理店ホームページへ↓↓↓

＜ 3/2 より新発売 ＞

（介護･認知症選択型保障保険）

労働保険事務組合

株式会社 マイオフィス
マイオフィス

〒684－0033  境港市上道町2115－3　TEL 0859－44－3780

会社の一部門としてご活用ください

あなたに代わってお仕事しますあなたに代わってお仕事します
◎社会保険の標準報酬月額の定時決定
◎労 働 保 険 料 の 年 度 更 新 手 続
◎給 料 計 算・各 帳 票 の 作 成
社会保険労務士事務所 マイオフィス
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境　港

№112

青色申告会

青色申告会の元気企業

移動販売でコーヒーを提供

　
水
木
し
げ
る
記
念
館
が
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
、

水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
に
人
の

【事業所のあらまし】

事業所名	 Café	Cocotte(カフェ	ココット)

代 表 者	 渡辺 雄一（わたなべ・ゆういち）

事業内容	 コーヒー移動販売(キッチンカー)

営業場所や時間などは、インスタグラム

（https://www.instagram.com/cafe_cocotte_official/）

をご覧ください

　
何
回
振
り
に
な
る
の
か
、

久
し
振
り
に
今
回
は
キ
ッ
チ

ン
カ
ー
の
紹
介
で
す
。

　
私
の
周
り
で
は
、
小
さ
な

ブ
ー
ム
が
起
き
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。
焼
き
と
り
で

あ
っ
た
り
、
か
ら
揚
げ
で

あ
っ
た
り
、
ク
レ
ー
プ
で

あ
っ
た
り
と
、
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
で
色
々
な
飲
食
物
を
販

売
す
る
人
が
増
え
て
き
て
い

る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　
前
置
き
が
長
く
な
り
ま
し

た
。
本
題
に
入
り
ま
す
。

　
今
回
は
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

「
カ
フ
ェ 
コ
コ
ッ
ト
」
さ
ん

に
登
場
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
オ
ー
ナ
ー
の
渡
辺
雄
一
さ

ん
は
「
本
来
、
コ
ー
ヒ
ー
は

チ
ョ
ッ
ト
苦
手
、
ま
し
て
や

ブ
ラ
ッ
ク
な
ど
は
」
と
い
う

舌
の
持
ち
主
で
し
た
。
そ
れ

が
、
た
ま
た
ま
立
ち
寄
っ
た

喫
茶
店
で
の
一
口
が
人
生
を

１
８
０
度
変
え
る
一
口
と
な

り
ま
し
た
。

　
苦
手
の
は
ず
が
、
ウ
マ

イ
ッ
と
感
じ
ら
れ
た
の
で
す
。

お
店
の
人
か
ら
そ
れ
が
ス
ト

レ
ー
ト
コ
ー
ヒ
ー
で
あ
る
と

聞
か
さ
れ
、
こ
れ
な
ら
他
の

人
に
も
勧
め
ら
れ
る
、
商
売

に
も
な
る
と
、
瞬
時
に
閃ひ

ら
め

き

ま
し
た
。

　
生
ま
れ
故
郷
の
境
港
に
帰

り
、
勤
め
な
が
ら
独
学
で
自

己
研
鑽
を
重
ね
、
多
く
の
人

に
相
談
も
し
て
開
業
を
目
指

し
ま
し
た
が
、
や
は
り
最
大

の
難
関
は
資
金
で
し
た
。

　
も
ら
っ
た
ア
ド
バ
イ
ス
を

基
に
出
し
た
結
論
は
、
店
舗

営
業
は
将
来
の
目
標
と
し
て
、

比
較
的
少
な
い
資
金
で
開
業

で
き
る
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を
利

用
す
る
こ
と
。
そ
こ
で
、
専

門
業
者
に
車
の
改
造
を
依
頼

し
、
昨
年
10
月
に
開
店
し
ま

し
た
。

　
同
店
は
、
コ
ー
ヒ
ー
、
レ

モ
ン
ス
カ
ッ
シ
ュ
、
コ
コ
ア
、

ド
ラ
イ
カ
レ
ー
、
焼
き
菓
子

な
ど
の
メ
ニ
ュ
ー
を
揃
え
て

い
ま
す
。
コ
ー
ヒ
ー
は
こ
だ

わ
り
の
ス
ト
レ
ー
ト
の
み
で
、

豆
は
ブ
ラ
ジ
ル
、
エ
チ
オ
ピ

ア
、
グ
ア
テ
マ
ラ
、
エ
ル
サ

ル
バ
ド
ル
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
５
種
を
使
用
。
ハ
ン
ド
ド

リ
ッ
プ
で
ホ
ッ
ト
と
ア
イ
ス

の
両
方
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　
私
個
人
と
し
て
の
お
薦
め

は
、
辛
味
度
２
の
カ
レ
ー
に

ブ
ラ
ジ
ル
で
す
が
、
皆
さ
ん

は
？

　
同
店
の
滑
り
出
し
は
、
ま

あ
ま
あ
順
調
と
の
こ
と
で
す

が
、
渡
辺
さ
ん
に
は
大
き
な

悩
み
が
あ
る
そ
う
で
す
。

　
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
営
業
に

と
っ
て
、
各
地
で
催
さ
れ
る

イ
ベ
ン
ト
は
最
も
大
事
な
生

命
線
と
も
い
え
る
の
で
す
が
、

い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
ん
な
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
の
か
、

ま
だ
把
握
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

　
色
々
な
方
面
に
ア
ン
テ
ナ

を
広
げ
て
は
い
る
の
で
す
が
、

ま
だ
ま
だ
成
果
を
上
げ
る
ま

で
に
は
至
っ
て
い
な
い
そ
う

で
す
。

　「
情
報
を
く
だ
さ
い
。
イ

ベ
ン
ト
の
！
」
私
に
直
接
、

あ
る
い
は
境
港
商
工
会
議
所

境港青色申告会  青色ひろば

身近な法律豆知識

負の相続財産への対処法

　ある新聞記事によると、2022年に全国の家庭
裁判所に受理された相続放棄は、過去最多26万
件に上るとのことでした。
　これは、相続する空き家になった実家や古い
建物などが、将来多額の取壊し費用がかかるい
わゆる負の遺産になるということで、相続放棄
が多くなってきたのだと思われます。
　このように、相続財産には不動産や有価証券、
預貯金といった資産のほか、借金や保証債務、
未払いの税金など、負の財産もあります。
　死亡した人(被相続人)に負の財産が多くある
場合は、相続するのか相続放棄するのかをよく
考えた方が良いようです。
　民法は、相続について「相続人は、自己のた
めに相続の開始があったことを知った時から３
カ月以内に、相続について、単純承認もしくは
限定の承認又は放棄をしなければならない(915
条)。相続の放棄をしようとする者は、その旨を
家庭裁判所に申述しなければならない(938条)」
と規定しています。
　相続人は、自己(自身)が相続人であることを
知った時から３カ月以内に相続について、①単
純承認	②限定承認	③相続放棄－のいずれかを
選択しなければならないのです。
　相続放棄は、相続人それぞれが各自で行うも
のなので、法で定められた順位に従って実行す
ることになります。
　最も順位が高いのは、被相続人の配偶者(夫
または妻)と子どもです。子どもが相続放棄を
すれば、次の順位は配偶者と被相続人の父母で
す。
　父母が放棄した場合は、配偶者と被相続人の
兄弟姉妹が相続人になります。兄弟姉妹が死亡
している時は、被相続人の姪や甥が相続人とな
り、相続放棄の手続きをしなければなりません。
　配偶者も相続放棄して、全ての相続人が相続
放棄をした場合は、利害関係者が家庭裁判所に
相続財産管理人の選任を申し立てることになり
ます。
　相続を放棄する前には司法書士、または弁護
士に相談することを勧めます。　　　　　　S

ー Café Cocotte ー
（カフェ ココット）

  

新
年
度
が
ス
タ
ー
ト

女
性
部
だ
よ
り

ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
情
報
は

必
ず
、
渡
辺
さ
ん
に
提
供
し

ま
す
。

　「
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
『
カ

フ
ェ 

コ
コ
ッ
ト
』
の
車
を

見
か
け
た
ら
、
ち
ょ
っ
と
足

を
運
ん
で
や
っ
て
く
だ
さ
い
。

味
に
は
自
信
が
あ
り
ま
す
。

き
っ
と
満
足
し
て
い
た
だ
け

る
と
思
い
ま
す
」
と
渡
辺
さ

ん
は
、
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
T

キッチンカーでコーヒーを淹
い

れる
渡辺雄一さん

　
２
０
２
４(

令
和
６)

年
度

税
制
改
正
大
綱
で
所
得
税
と

住
民
税
の
定
額
減
税
が
決
定

し
ま
し
た
。
定
額
減
税
の
対

象
は
給
与
所
得
者
で
あ
っ
て

も
事
業
所
得
者
で
あ
っ
て
も

変
わ
り
ま
せ
ん
。

　
所
得
税
の
定
額
減
税
は
、

次
の
合
計
額
と
な
り
ま
す
。

①
本
人
＝
３
万
円 

②
居
住
者

で
あ
る
同
一
生
計
配
偶
者
お

よ
び
扶
養
親
族
一
人
に
つ
き

＝
３
万
円

　
個
人
事
業
主
の
定
額
減
税

に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て

２
０
２
４(

令
和
６)

年
分
の

所
得
税
確
定
申
告
の
際
に
所

得
税
の
額
か
ら
控
除
さ
れ
ま

す
が
、
予
定
納
税
の
対
象
と

な
る
場
合
、 

先
ず
第
一
期
分

の
予
定
納
税
額
か
ら
控
除
し
、

控
除
し
き
れ
な
い
部
分
は
第

二
期
の
予
定
納
税
額
か
ら
控

除
し
ま
す
。

　
予
定
納
税
の
減
額
申
請
を

行
わ
な
い
場
合
、
確
定
申
告

ま
で
特
段
の
手
続
き
は
不
要

で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
M

個人事業主の定額減税

税務・会計
一口メモ

姿
が
多
く
な
り
、
ニ
ュ
ー
ス

で
そ
の
様
子
を
見
て
い
る
と
、

自
然
と
笑
顔
に
な
り
ま
す
。

そ
ん
な
日
が
増
え
て
き
ま
し

た
。

　
境
港
青
色
申
告
会
と
女
性

部
も
新
し
い
年
度
が
始
ま
り

ま
し
た
。
６
月
18
日
に
そ
れ

ぞ
れ
の
総
会
を
開
催
し
ま
す
。

２
０
２
３
年
度
の
事
業
・
収

支
報
告
、
次
年
度
の
事
業
計

画
・
予
算
な
ど
が
審
議
さ
れ

ま
す
。
皆
様
の
出
席
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　
女
性
部
と
し
て
は
、
毎
年

行
っ
て
い
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
、
研
修
会
な
ど
の
実
施

計
画
を
協
議
し
、
実
現
に
向

け
て
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
総
会
と
青
色
申
告
会
に
関

し
て
、
皆
様
の
ご
意
見
、
ご

要
望
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

お
願
い
し
ま
す
。
　
　
　
I



米子鬼太郎空港『チャレンジショップ制度』をご存知ですか？
米子鬼太郎空港「チャレンジショップ制度」は、空港スペースの提供を

通じて、商品販売や催事を行う地域の皆様を応援する制度です。

国内外へアピールするチャンスですので、気軽にご応募ください！

米子空港ビル株式会社 TEL：0859-45-6121
URL：http://www.yonago-air.com/

※商品や催事内容によってはお断りさせていただく

場合もあります。まずはお問い合わせください！商品販売 物販催事 作品展 イベント

国内外へアピール

のチャンス !!

夢
み
な
と
タ
ワ
ー

６
月
の
イ
ベ
ン
ト

　
前
月
号
の
ク
イ
ズ
問
題

は
「
ビ
ナ
ー
ジ
の
一
押
し
商

品『
お
い
し
く
飲
む
桑
の
葉
』

は
、
あ
る
風
味
に
す
る
こ
と

で
青
汁
が
苦
手
な
人
に
も
飲

み
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
風
味
は
ど
れ
で
し
ょ

う
」
と
い
う
も
の
で
、
正
解

は
①
の「
玄
米
風
味
」で
し
た
。

当
選
者(
敬
称
略)

　
▽
中
山 正解と当選者

　
境
港
の
観
光
メ
ニ
ュ
ー
と

し
て
定
着
し
て
い
る
境
漁
港

見
学
ツ
ア
ー
。(

一
社)

境
港

水
産
振
興
協
会
が
主
催
し
ま

す
。
お
魚
ガ
イ
ド
が
同
行
し
、

漁
港
や
ベ
ニ
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
の

入
札
風
景(

早
朝)

、
ま
き
網

漁
船
の
水
揚
げ
や
入
札
の
様

子
を
見
学
す
る
も
の
。
ま
た
、

高
度
衛
生
管
理
型
の
卸
売
市

場
の
説
明
や
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
映
像

を
通
し
た
境
漁
港
の
紹
介
も
。

必
要
に
応
じ
て
通
訳
が
同
行

し
ま
す
。
昨
年
度
の
参
加
者

は
１
５
０
１
人
で
、
過
去
最

高
で
し
た
。
こ
の
う
ち
、
外

国
人
は
51
人
で
、
香
港
が
多

良
子(

清
水
町)

▽
景
山
安
夫

(

中
野
町)

▽
築
山
福
江(

渡

町)賞
品
　
お
い
し
く
飲
む
桑
の

葉ス
ポ
ン
サ
ー
　
ビ
ナ
ー
ジ

(

本
町)

ペ
ン
を
置
い
て

く
、
欧
米
、
ア
ジ
ア
か
ら
も

参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。
今

年
度
は
、
香
港
、
台
湾
、
米

国
、
英
国
な
ど
か
ら
予
約
が

入
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
参

加
者
は
、
普
段
見
る
こ
と
の

な
い
水
揚
げ
の
様
子
に
歓
喜

し
、
近
代
化
の
進
ん
だ
市
場

に
驚
く
人
も
多
い
と
か
。
漁

港
に
停
泊
す
る
漁
船
、
境
水

道
、
島
根
半
島
の
景
色
な
ど

も
好
評
の
よ
う
で
す
。
ク
ル

ー
ズ
客
船
や
米
子
―
ソ
ウ
ル

国
際
定
期
便
、
８
月
に
就
航

す
る
韓
国
・
東ト

ン
へ海
―
境
港
間

の
定
期
貨
客
船
な
ど
で
境
港

を
訪
れ
る
外
国
人
観
光
客
に

喜
ん
で
も
ら
え
る
恰
好
の
体

験
型
観
光
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

 

夢
み
な
と

 

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　
夢
み
な
と
タ
ワ
ー
恒
例
の

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
掘
り

出
し
物
が
見
つ
か
る
か
も
。

ハ
ン
ド
メ
イ
ド
や
古
着
な
ど
、

何
が
出
品
さ
れ
る
か
は
お
楽

し
み
！

日
時
　
６
月
22
日
㈯
・
23
日

㈰
　
午
前
10
時
～
午
後
２
時

場
所
　
１
Ｆ
多
目
的
ホ
ー
ル

・
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ロ
ビ
ー

料
金
　
入
場
無
料

　
詳
し
く
は
、
同
タ
ワ
ー

(

☎
47
―
３
８
０
０)

ま
で
。

ハガキにネーミング、郵便番号、住所、氏名、年齢、
電話番号を明記して下記の宛先まで送ってください。

応募のきまり

〒６８４-８６８６ 境港市上道町３００２
� 境港商工会議所 クイズ係

宛先

ＦＡＸ（４２－６５７７）
［E-mail］cci＠sakaiminato.comでもＯＫ。

応募締切

スポンサー　　㈲こめや産業(外江町)

６月12日㈬(当日消印有効)

　今回の「クイズで遊ぼう」は、
いつもと違う形式の特別編とし
て掲載します。㈲こめや産業は、
新商品「のどぐろめし」のキャ
ラクターを作ろうとしています。
キャラクターは、可愛らしい
ネーミングを付けてもらって、
それを基にデザインを作る予定です。そこで、この
コーナーで新キャラクターのネーミングを募集しま
す。(５ページに関連記事)
　応募者の中から３人の優秀賞を選び、最も同社が気
に入ったネーミングを採用します。優秀賞に選ばれた
３人には、次の賞品をプレゼント。

特 別 編

賞品 「いただき、大山おこわ、
　　　のどぐろめし」セット

8

商工会議所会員を招いて

招待席

店舗は上道ビルの１Fです

昭和レトロな雰囲気の店内

○創業のきっかけ？…境港市に移住し10数年経ちますが、
近所に元々喫茶店だった空き店舗があることがとても気
になっていました。「近くで美味しいコーヒーを飲めたら
いいなぁ～」と思いながら私は、コーヒーが大好きだっ
たので、最初はイベントでの出店や米子市のスケート
ボードショップを間借りして営業してきました。そんな
中、色々なご縁が重なり、その空き店舗での開店に至っ
たのです。
○おすすめポイントは？…当店のコーヒーは、生豆を仕入
れて自宅で焙

ばい

煎
せん

しています。生産国ごとの風味や、焙煎
度合いによって違いは様々です。コーヒー豆の販売もし
ています。店内は、元々喫茶店だったこともあり、落ち
着いた雰囲気です。テイクアウトもできますが、店内で
ゆっくりコーヒーを楽しんでもらうのがおすすめです。
スコーンやタルト、クッキーなどの焼き菓子も置いてい
ますので、コーヒーのお供にどうぞ。
○お客様は？…オープンして間もないこともあり、市内の
お客様が多いです。席ごとにコンセントを設けています
ので、仕事中にパソコンなどを持ち込んで利用される人
もいます。お子様でも飲めるジュースなども用意してい
ますので、ご家族でのご利用も大歓迎です。
○今後の事業展開（展望）？…現在コーヒー豆は４種類です
が、あと２種類ぐらい増やしたいと思っています。土・
日曜日限定にはなりますが、ランチの提供も計画中です。
また、つながりのある作家さんをお招きして作品の展示
会や、個展なども催していきたいです。
○一言PR！…2024(令和６)年４月にオープンしたコー
ヒーショップです。カウンター席もあります。コーヒー
豆と焼き菓子の販売もしています。気軽に寄ってくださ
いね。よろしくお願いします！

北

●  
境港商工会議所

●  
境港商工会議所

みなとテラス
●

みなとテラス
●

●
今井書店
●
今井書店

●
境港郵便局
●
境港郵便局

カナリヤコーヒー

【事業所のあらまし】
代 表 者 	高見浩介(たかみ・こうすけ)
所 在 地	 境港市上道町3256(上道ビル)
T E L	 090-7999-1317
営業時間	 10：00～18：00
休 業 日	 火曜日
事業内容	 コーヒーショップ

カナリヤコーヒー
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